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・放射線に対して親が不安になるのは子育てに熱心である証拠  
・放射線のことを過剰に心配すると、親の不安が子どもの心身に影響を 
 与えることがある 

 
・事故時に胎児であった子どもへの神経心理学的障害については、研究 
 結果が一致していない。 
・胎児被ばくした子ども達のIQの平均が低いという報告もあるが、甲状 
 腺の被ばく線量とIQの間に相関はなかった。 

 
 
 

子どもの精神医学的影響 こころへの影響 

出典：Kolominsky Y et al., J Child Psychol Psychiatry, 40（2）:299-305, 1999 

チェルノブイリ原発事故による胎児被ばくと神経心理学的障害 

放射線問題が精神面に与える影響について 

　チェルノブイリ原発事故時に胎児であった子どもたちの、その後の影響について調
査が行われており、神経心理学的影響についても調査が行われています。
　必ずしも研究結果は一致していませんが、原発事故の影響により子どもの情緒障害
があったとする報告でも、放射線による被ばくが直接の影響ではなく、保護者の不安
などその他の影響が要因として指摘されています。
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出典：Lochard, J (2012) 第27回原安協シンポジウム資料より 

 住民との対話からの結論 １（国際放射線防護委員会（ICRP）の見解） 

福島第一原発事故対応と地域社会（1/2） こころへの影響 

 住民が事故の影響に関する情報を理解、評価でき、また放射線被ばくを減らすために周
知された対策が行えるには、放射線防護の文化を醸成することが重要である、とのこと
が参加者の間で認識された。 

    Participants recognized the importance of developing radiation protection culture to allow inhabitants to understand and 
evaluate the information on the consequences of the accident and to take informed actions for reducing radiological 
exposure. 
 

 住民自身がどこでいつどのように放射線に被ばくするかを知ることができるように、放
射線状況についてのより詳しい把握が必要であることが認識された。 

   They recognized the need for a more detailed characterisation of the radiological situation to allow people to know where, 
when and how they are exposed. 
 

 若い世代の県外避難と農業放棄の加速がもたらす将来の人口動態に対する強い危機意識
が、参加者により強調された。 

      They underlined their concern about the future demographic pattern due to an acceleration in the younger generations 
leaving the prefecture and abandoning farming activities. 

 

 参加者は、汚染地域の人々、とりわけ結婚適齢期の人々が結婚し、子どもを持つことに
対する差別の問題について、強く語った。 

    They discussed with great emotion the issue of discrimination of people in the affected areas, especially for those of 
pre-marital age to marry and have children . 

 

 伝統的でありかつ一般的に行われている山菜の採集は、福島のコミュニティーの絆を維
持する上で文化的に重要である、と位置づけられた。 

       The preservation of the traditional and popular activity of gathering wild vegetables (sansai) was identified as culturally 
important in maintaining the cohesion of the Fukushima community. 

　被災者の心理的支援には、現実的な問題の解決を助けたり、対処に役立つ情報を提
供することが有効であることが知られています。
　原子力災害の場合は、問題となる放射線影響を理解したり、放射線防護のための方
策を考える上で、専門的な知識を必要とします。
　チェルノブイリ原発事故でも、そして福島第一原発事故後も、専門家と地域住民と
の対話が行われていますが、専門家からのサポートにより、被災者自身が放射線の問
題を解決できるようになると、心理的ストレスの低減にも大きな効果があると考えら
れています。
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